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資料 １ 



 
 
 

◎ 調査の概要 

 
１．調査の目的 

全市的な規模で児童生徒の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改

善点を明らかにする。その結果を、各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課

程編成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 
  

〈小学校学習状況調査〉 

２．調査の内容 
  ○国語・算数 
  ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 
３．調査の対象 
 市内全市立小学校の第５学年の児童 
４．調査実施日及び調査対象教科・人数 
 （1）調査実施日 平成 25 年５月 14 日（火） 
 （2）調査対象教科・人数 小学校第５学年 

 国語 11,433 人 算数 11,432 人 生活や学習についてのアンケート 11,438 人 

 

〈中学校学習状況調査〉 

２．調査の内容 
  ○国語・社会・数学・理科・英語 
  ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

第２学年の生徒を対象とする調査を実施した。 
３．調査の対象 
  市内全市立中学校の全学年の生徒 
４．調査実施日及び調査対象人数 
 （1）調査実施日 平成 25 年 11 月６日（水） 
 （2）調査対象人数  

中学校第１学年  9,672 人 中学校第２学年 8,793 人 中学校第３学年 9,631 人 

   生活や学習についてのアンケート 8,782 人 





目的に応じて、細かい点に注意して文章を読み、内容を要約することができる。 

目的に応じて、細かい点に注意して文章を読み、内容を要約する本設問の正答率は

58.4％であった。 

誤答の原因としては、字数の超過や、「木」「こん虫」という二つの言葉が使われていな

いなど、問題の指示に従って書くことができないということがあった。設問で示されてい

る条件の理解が十分ではないことも考えられる。 

説明的な文章では、文章を読む目的に応じて中心となる語や文を捉えるような学習を工

夫することが今後の課題である。読む目的によって本や文章の活用の仕方が変わり、その

ため取り上げる中心となる語や文も変化してくることを意識しながら、内容を整理してい

く指導が必要である。要約する目的を明確にし、分量や時間、元の文章の構成や表現の生

かし方などを考え、要点や細かい点に注意しながら要約する学習経験を重ねていきたい。

２．出題例とその分析 

 

 

○ 出題のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

国語 問５（５） （報告書 P.17，問題 P.８参照） 

何のために要約するのかという目的を明確にすることが大切である。「読むこと」の学

習において、子どもにとっての課題解決の過程、つまり「単元を貫く言語活動」を明

確に位置付けることにより、主体的な思考や判断を促す授業づくりを一層進めていく。

必要な情報を読み取っ

た上で、分かったことを

条件に合わせて文章を書

くことに課題があること

が、全国学力・学習状況

調査の結果の分析で指摘

されている。 

昨年度出題したコスモスの花

が咲かなかった理由を理解し、指

示された条件に従ってまとめて

書くことを求めた設問の正答率

は低く、42.4％であった。 

キツツキの働きを紹介する新

聞記事を書くという言語活動を

想定し、内容を理解して要約する

力を問う問題を、今年度も出題す

ることにした。 

類型番号 出現率（％） 解答類型 

誤答からの分析 





グラフから２つの数量の変化を読み取って、問題文に合うグラフを判断するこの問題の正

答率は、31.6％であった。今年度、初めてグラフから適切な情報を読み取る問題として出

題したが、課題が残る結果となった。グラフ上に 15 度、35 度という数値が示されている

イを選んだ誤答が 37.7％あることから、問題場面とグラフを関連付けられずに解答してい

ることが考えられる。グラフから 15 度や 35度などの数値の読み取り、時間と温度の関係

を正しく捉えることが課題となっている。また、問題文にある「15 度の水を、５分間で

35 度にする」を「水の温度を５分間で 20 度上げる」などと理解する力を育てていく必要

がある。指導に当たっては、グラフの特徴を捉えて、具体的な場面と関連付けるときには、

グラフの変化の様子を読み取るとともに、数値にも着目させ、理由を言葉、式、図、表、

グラフなどで表現させる指導を充実させていきたい。 

２．出題例とその分析 

 

 

○ 出題のねらい 

  折れ線グラフから二つの数量をよみ取って、題意に合うグラフを判断できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業改善に向けて 

算数 問 16(2) （報告書 P.44，問題 P.11,12 参照）

授業改善につなげるため、

研究会と連携として夏季

研修会などで取り上げる。

知識や技能を活用すること求め

られている。コンロで水をあたた

めたときの温度を記録したグラ

フから適切な情報を読み取り、問

題文に合うグラフを判断する問

題を出題した。 

正答率 ウ 31.6％  

ア 6.8％ イ 37.7％ エ 14.0％ 

グラフから適切な情報を

読み取ることは、今後の学

習においても重要である。





要旨を捉え、条件を踏まえながらまとめる本設問の正答率は

34％と低く、出された条件を満たせない解答も見られた。13％

の生徒は必要な語句の捉えが十分ではなく、36％の生徒は答え

る努力はしたものの、条件である１～３を満たしていなかっ

た。無答率が 17％と高かったことの要因と同様に、条件に合

わせて書くことに慣れていないことが考えられる。 

まず、文章の要旨を把握し、そのうえで条件を満たすように

記述することを段階的に指導していく必要がある。なお、「読

むこと」における「内容や要旨を的確に捉える能力」とは、文

章全体を概括したり、細部の表現に注意したりしながら読むこ

とだけではなく、文章の内容について自分の考えをもつことを

含んでいることを踏まえて指導することが大切である。 

説明的な文章を読む力は国語科のみならず各教科等の学習

の基本ともなる能力である。国語科の学習では、社会生活で触

れることになる図表を効果的に用いた文章など、内容、形態と

もに多様な種類の文章を扱うことに心がけていきたい。 

２．出題例とその分析 

 

 

○ 出題のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

 

 

 

 

国語 ２年 問５-ク （報告書 P.16，問題 P.155 参照）

要旨を把握することができる。 

目的に応じて必

要な情報を収集す

る力を身に付ける

ために、実生活にお

ける様々な文章を

取り上げた実践事

例を参考にする。 

文章の解釈とは、文や文章に書かれた内容を理

解し意味付けることである。要旨を把握する力を

身に付けることは、読み手が自分の目的や意図に

応じて考えをまとめたり深めたりしていくため

の基盤となる。 

今年度は目的や必要に応じて情報を選択し整

理する記述式の問題を、各学年において初めて出

題することにした。 

文章の構成や表

現の特徴について

自分の考えをもつ

ことに課題がある

ことが、全国学力・

学習状況調査でも

指摘されている。 

小問 正答 正答率 無答率 出現率（％）条件を満たしていない解答の配点 

誤答からの分析





２．出題例とその分析 

 

 

○出題のねらい 

 オーストラリアの気候について、資料を読み取る技能を活用し、正しく判断することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○授業改善に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会 ２年 問５(エ) （報告書 P.49，問題 P.187 参照）

「資料活用の技能」と「社会的な思考力・判断力・表現力」を結びつけた問題。身に付けた

技能を活用して必要な情報を収集し、それをもとに思考し、適切に判断できる力を育成するこ

とが求められているので、全学年において身に付けた技能を活用して考える問題を出題した。

２年生では、２つの資料を組み合わせて必要な情報を整理し、考察することで該当する地点を

明らかにする問題を作成した。    正答率②54％ 誤答：①16％ ③15％ ④14％ 

 今回例に挙げた 2 年生地理的分野の問題で考えると、誤答である①、③、④を選択し

た生徒の割合がほぼ均等に分布している。このことから、約半数の生徒がこの問題を解

く手がかりを見付けられずに、どのように対応してよいかわからない状態にあったので

はないかということが読み取れる。 

様々な資料を調べて基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して

課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むためには、「調べて考える

活動」や「考えながら調べる活動」を授業の中にしっかりと位置付けて、自分達が獲得

した情報(知識)を比較したり、関連付けたり、総合したりして課題を解決していく経験を

積み重ねることが効果的である。このような学習を充実させるためには、これまで川崎

の中学校社会科が大事にしてきた「単元を貫く課題」を軸に協働的に課題解決学習に取

り組み、「獲得させたい認識」の実現を図るという取組のより一層の充実が求められる。

研究部会と連携を図り、教育課程研

究会、実践事例集、研究推進校の実

践や地区授業研究会等と連動した取

組の充実を図り、授業改善の視点及

び方策の共有を図る。 

「知識の構造化」「単元構成の工夫」「自

分の言葉でまとめる活動の充実」といっ

たこれまでの教科研究の成果を確認しな

がら実践を積み重ねていく。 





資料を柔軟に読み取っている生徒が多いように感じる。しかし、一部の情報のみで判断し、

資料全体の特徴を把握していない傾向が強い。資料を読み取り、いろいろな情報を含めた意見

を述べられるような指導が必要である。 

「資料の活用」の授業では、身のまわりにある事象について、習得した知識や技能を活用し

て、日常生活の課題を解決し、表現し、説明することを大切にしたい。いくつかの情報から必

要な情報を取り出しその傾向をとらえてことができるようにさせたい。その際に、度数分布表

やヒストグラムの階級の幅を変えて新たな発見を実感させたり、資料の平均値、代表値、範囲

等からの考察を扱ったり、割合を考えることが有効的だと気づかせたりといったヒストグラム

を活用するように授業展開を工夫したい。 

２．出題例とその分析 

 

 

○出題のねらい 

 数学的な表現を用いて、自分の考えを述べることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業改善に向けて 

 

 

 

数学 ２年問１０ （報告書 P.６９，問題 P.21５参照）

「資料の活用」領域の指導が、知識や技能だけの指導に偏ることが懸念されていることから、

活用に関する問題として、１～３年生で「資料の活用」領域の問題を出題した。 

２年生では、平均値から判断した事柄について、理由を説明する問題として出題した。 

正答率 31％、無答率７％。 

ヒストグラムから分かる

ことを説明する指導は、全

国でも課題となっている 

授業改善につなげるため、

「資料の活用」領域を事例

集で取り上げる 





水溶液について、濃さはどこも同じという均一性について十分理解ができていない。小学校

での既習内容であるが、日常生活において「重いものは下に沈む」「砂糖を入れた紅茶は下の

方が甘い」などの印象をもとにして考えていると思われる。色のついた水溶液がしばらく置い

ても色が変わらないことを実験で見いださせたい。また、水に食塩を溶かしたとき、食塩の質

量が保存されることが濃度計算の立式に生かされていない。濃度の計算は机上ではなく、実験

を行いながら質量の保存を実感して計算に取り組ませたい。 

２．出題例とその分析 

 

 

 

○ 出題のねらい 

水溶液中で溶質が均一であることを、粒子のモデルと関連付けて理解しているか。また、水溶

液中で溶質の質量が保存されていることを理解して水溶液の濃度を求めることができるかを問う。 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

  

理科 ２年問３ （報告書 P.7８，問題 P.235 参照） 

ａ 正答④ 正答率 38％、 ①と答えた誤答 48％ 

ｂ 正答② 正答率 40％、 ③と答えた誤答 36％

授業改善につなげるため、体験と知識を結

び付ける授業例を事例集で取り上げる。 
子ども既有の考え方を理解して、科学的な見

方・考え方に変容させる授業を意識したい。

物質を粒子の見方で考えるための基礎的・基本的な理解を問うており、日常生活等の場面

で活用し得る知識・技能の習得状況を調査する問題である。 





与えられた場面の中で、適切な表現を内容が相手に伝わるように、正しく書くことができる。

２．出題例とその分析 

 

 

○ 出題のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

 

 

 

  

どの学年も表現の能力を診断する英作文の正答率は低く、無答率が高い傾向がみられ

る。４技能のうち「書く」能力の育成が一番の課題であることがわかる。この形式の問題

においては、２年生では、昨年度と比べ、正答率が低く、無答率も高い。その原因につい

ては、昨年度の問題において解答に必要のなかった、習熟に時間のかかる定冠詞の the や

前置詞などの文法的な能力が要求され、ねらいにある「正しく書く」ことができなかった

ことが考えられる。また、単語のつづりが不正確であることも原因の一つと見られる。 

しかしながら、実際の解答をみると意味が伝わる英文になっているものもあり、状況に

応じた表現を何とか書いてみようという意欲も感じられ、自分なりに工夫をした解答がみ

られた。   

「書く」能力を高めるためには、まずは日頃から自己表現英作文の時間を確保し、自分

がもっている知識を総動員して、何とか表現してみようという意欲を育てたい。正しい綴

りや正確な文法で書くことについては、仲間と書いた英文を比較検討したり、教員による

授業内での添削指導を充実させたりする時間を確保することが大切である。 

また、短い英文から始め、徐々につながりのある文を増やし、豊かに表現することにも

留意させたい。そのためにも、生徒が自ら表現したいと感じるような題材や多様な活動を

工夫し、自分の考えや思いを英文で書く時間を確保していくことが重要である。 

英作文 

英語 ２年問 8 （報告書 P.97，問題 P.275 参照） 

「状況を理解し、自分の考えや気持ちを書けるよ

うにする」ことは全国でも課題となっている。 

 英語科研修会で、授業における効果的な「書

くこと」の指導方法について研修、協議する。

 この問題は実生活であり得る場面を絵

で示し、その場面設定の条件内で自由に表

現する条件英作文で、多様な正答があり得

るオープンエンドの問題である。生徒が状

況を判断し、学習した表現を用いて自由に

回答する思考力や判断力を駆使する外国

語表現（書くこと）の能力を診断する問題

となっている。 

 昨年度の正答率は 57％、無答率は 14％

で、本年度はそれぞれ、８％、25.5％とな

っていて、正答率は大きくさがり、無答率

が高くなっている。 



◎ 生活や学習についてのアンケート 好感度・理解度・有用感について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「好き」「どちらかといえば好き」

と回答した児童は、国語 69.7%、社

会 63.5%、算数 67.8%、理科 85.3%、

総合 80.7%である。平成 23 年度と比

較するとすべての教科等でポイン

トが高くなっている。特に、社会は

6.1 ポイント高くなっている。 理科

については、理科支援員の配置事業

を通して実験や観察を大切にした

授業が進められた成果と考える。理

科については、理科支援員の配置

事業などを通して実験や観察を大
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わかる どちらかといえばわかる

「わかる」「どちらかといえばわか

る」と回答した児童は、国語 92.3%、

社会 84.3%、算数 85.3%、理科 94.0%

である。平成 23 年度と比較すると

すべての教科等でポイントが高く

なっている。また、「わかる」だけ

を見ると、社会は 7.5 ポイント、理

科は 5.2 ポイント高くなっており、

子どもたちにとってわかったと実

感できる授業づくりが進んでいる

と考えられる。  

59.6
62

54.4
58.9

74
74.9

46.6
50.7

44.8
49.6

31.1
29.6

33.1
30.6

20.4
20.2

37.7
36.2

37.4
34.8

0 20 40 60 80 100

H23

H25

H23

H25

H23

H25

H23

H25

H23

H25

国
語

社
会

算
数

理
科

総
合

%小学校 有用感

役に立つ どちらかといえば役に立つ

「役に立つ」「どちらかといえば役

に立つ」と回答した児童は、国語

91.6%、社会 89.5%、算数 95.1%、理

科 86.9%、総合 84.4%である。平成

23 年度と比較するとすべての教科

等でポイントが高くなっている。

「役に立つ」だけでみると、平成

23 年度よりも、社会、理科、総合

は４ポイント以上高くなっている。
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「好き」「どちらかといえば好き」

と回答した生徒は、国語 60.9%、社

会 53.6%、数学 53.7%、理科 56.6%、

英語 56.1%という結果である。平成

23 年度と比較すると数学、理科、

英語はポイントが高くなっている

が、国語と社会科では低くなってい

る。 
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%中学校 理解度

わかる どちらかといえばわかる

「わかる」「どちらかといえばわか

る」と回答した生徒は、国語 81.4%、

社会69.9%、数学70.8%、理科68.9%、

英語 68.5%である。平成 23 年度と

比較すると、社会科が 3.1 ポイント

低くなっている。また、８割を超え

ている教科は国語だけで、他の教科

においては、約３割の生徒が「どち

らかというとわからない」「わから

ない」と回答している。 
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%中学校 有用感

役に立つ どちらかといえば役に立つ

「役に立つ」「どちらかといえば役

に立つ」と回答した生徒は、国語

84.5%、社会 54.8%、数学 77.2%、理

科 52.2%、英語 75.3%である。平成

23 年度と比較すると、社会科が、

5.9 ポイント低くなっている。 

今後とも小・中学校９年間におい

て、それぞれの教科において、ねら

いを明確にしたわかる授業、自分の

生活とのつながりが実感できる授

業づくりを進めていく必要がある。 


